






要約 約 9 年間に 131,697 人の乳児尿についてスクリーニングを行ない,26 名の患者を発

見治療した。これらが幾つかの群に分けうるか否かを調べるため,病理組織学的な嶋田の

分類,血清 NSE,HVA/VMA 比,血清 LDH などについて病期との関係を調べた。Ⅲ期の 2例のみ

嶋田の分類,NSE で予後不良群に分けられたが,自然退縮を示唆するものは見出しえなかっ

た。LDH はむしろ腫瘍重量を反映しているものと思われた。


